
第３期岡山県障害者計画（だれもが輝く☆おかやまスマイルプラン）最終案
新旧一覧表（計画本編）

資料４

骨子 項　目 意見等の区分 意見等の概要（審議会委員・障害者団体名・庁内担当課等） ページ 計画最終案（新） ページ 計画素案（旧） 追加修正理由・県の考え方等 担当課

【第１章 総論】
Ⅶ  障害のあ
る人の現状

（１）岡山県における障害のある人の現状 庁内確認 健康推進課 P.8
「厚生労働省　患者調査
平成２３年」 P.8

「厚生労働省　患者調査
平成２３年度」

※修正理由
期間の確認による

健康推進課

【第１章 総論】
Ⅶ  障害のあ
る人の現状

（４）精神障害のある人の現状 庁内確認 健康推進課 P.14

精神障害者保健福祉手帳所持者の等級別状況
（各年度３月３１日現在）
平成２１年度
Ｈ１７対比（％）
３級
 ＋２５.７　」

P.14

「精神障害者保健福祉手帳所持者の等級別
状況（各年度３月３１日現在）
平成２１年度
Ｈ１７対比（％）
３級
＋１５.６　」

※修正理由
計算の確認による

健康推進課

【第１章 総論】
Ⅶ  障害のあ
る人の現状

Ⅶ  障害のある人の現状
（（４）精神障害のある人の現状） 団体意見

■岡山県自閉症協会
○発達障害のある人の把握について
発達障害のある人の実態を把握するための手だてをし
ていただきたい。
（発達障害のある人固有の手帳制度や包括的な調査な
ど）
日本自閉症協会では、発達障害独自の手帳制度を創
設するよう要望しているところである。

P.14

「なお、発達障害のある人については、平成22年
12月の障害者自立支援法（現在の障害者総合支
援法）の改正により、精神障害のある人に位置付
けられ、法に基づくサービス等の対象となること
が明確化されました。（発達障害のある人の数等
に関しては、障害者手帳制度に基づく把握が困
難であり、また、包括的な調査等がないことから、
正確な状況は把握できていませんが、精神障害
者保健福祉手帳を所持している人や患者調査に
おける「その他の精神及び行動の障害」の区分
のうちには、発達障害のある人が含まれます。）」

P.14

「なお、発達障害のある人については、平成22
年12 月の障害者自立支援法（現在の障害者
総合支援法） の改正により、精神障害のある
人に位置付けられ、法に基づくサービス等の
対象となることが明確化されました。（発達障
害のある人には、固有の手帳制度や包括的
な調査等がないことから、正確な実態は把握
できていませんが、精神障害者保健福祉手帳
を所持している人や患者調査における「その
他の精神及び行動の障害」の区分のうちに
は、発達障害のある人が含まれます。）」

※県の考え方
●乳幼児健診や教育委員会の
調査等により、発達障害の疑い
のある児童等の児童等の概況
を把握しているほか、発達障害
の診断のある児童等の状況に
ついても、教育委員会等の調査
により、保育所、幼稚園、学校
の把握の範囲であるが調査さ
れており、現状で可能な範囲で
の取組は行われていますが、
包括的な調査は実施されており
ません。

●障害者手帳制度における発
達障害の取扱いについては、
精神保健福祉手帳制度での明
確化、若しくは、発達障害独自
の手帳制度の創設の両面か
ら、今後、国制度としてしっかり
検討されるべき課題と考えま
す。

障害福祉課
（福祉推進班）

【第１章 総論】
Ⅶ 障害のある
人の現状

Ⅶ 障害のある人の現状
（６）本計画における障害のある人（障害者）
の定義

審議会意見

■審議会委員（平松委員）
　障害者計画概要版２ページの「障害のある人の定義」
について、この箇所を読む限り「難病」という言葉がな
い。これは記載されている「その他の心身の機能の障
害がある人」の中に難病のある人も含まれるのだと思う
が、注記があったほうがわかりやすいと思う。

P.21
「その他の心身の機能の障害がある人（難病患
者等）」

P.21 「その他の心身の機能の障害がある人」
※追加理由
審議会意見を反映

医薬安全課

【第１章 総論】
Ⅷ 障害保健
福祉圏域の設
定

Ⅷ 障害保健福祉圏域の設定
団体意見

■岡山県自閉症協会
○障害保健福祉圏域の設定・岡山市との連携
　圏域が細分化されることにより、より身近の場所で
サービス等の提供が可能になるのは有り難いことだと
思いますが、圏域の境界にこだわることなく利用者の利
便性を考えた扱いをしていただきたい。また、政令指定
都市である岡山市との連携をさらに進めていただきた
い。
岡山市は、独自に施策を推進するということが強くなっ
ているが、多くの障害のある人が生活しており影響は大
きい。
県としても岡山市の施策ともよく連携してほしい。

P.22～
23

（以下を追加）
「障害保健福祉圏域の改訂後も、県の障害福祉
施策の実施に当たっては、地域自立支援協議会
や担当者会議、各種研修の場などを活用し、圏
域間の情報共有等を行い、政令市、中核市も含
め各市町村と密接に連携を図りながら推進する
ものとします。」

P.22～
23

※追加理由
（県の考え方）
・障害福祉サービス事業者等の
指定において、県と同等の権限
を有する政令市、中核市等とは
定期的に情報交換会を実施す
るなど、連携に努めているとこ
ろです。

障害福祉課

1



第３期岡山県障害者計画（だれもが輝く☆おかやまスマイルプラン）最終案
新旧一覧表（計画本編）

資料４

骨子 項　目 意見等の区分 意見等の概要（審議会委員・障害者団体名・庁内担当課等） ページ 計画最終案（新） ページ 計画素案（旧） 追加修正理由・県の考え方等 担当課

Ⅰ　啓発・広
報・社会参加

Ⅰ　啓発・広報・社会参加
〈現状と課題〉
●精神障害のある人の状況

【第２章 施策の展開】（現状と課題）

団体意見

■岡山県自閉症協会
○計画Ｐ．２５「精神障害のある人の状況」
 「しかし、発達障害は、はっきりと診断や判定すること
が難しいため、発達障害のある人の正確な人数は把握
できていないのが現状です。」の表記について

把握できていないのはその手法がないためである。
例えば「難しいため」となっているところを、「難しく」と表
現を変えるなど、表現を検討してほしい。

 P.25
「しかし、発達障害のある人の状況については、
障害者手帳制度に基づく把握が難しく、正確な人
数は把握できていないのが現状です。」

 P.25

「しかし、発達障害は、はっきりと診断や判定
することが難しいため、発達障害のある人の
正確な人数は把握できていないのが現状で
す。」

※修正理由
（県の考え方）
・乳幼児健診や文部科学省の
調査などにより、現状で可能な
範囲の把握は実施されている
が、現状の障害者手帳制度で
の把握は困難であり、また、包
括的な調査等も実施されていま
せん。また、発達障害の疑いの
ある人を、診断や判定につなげ
る仕組みが確立していないこと
も課題であると考えます。

障害福祉課
（福祉のまちづくり
班）
（福祉推進班）

P.30～
31

【第２章 施策の展開】（重点施策と主要事業）
「①様々な啓発・広報活動
障害者週間（１２月３日～９日）や知的障害者福
祉月間（９月）、精神保健福祉普及運動（１０月）、
発達障害啓発週間（４月２日～８日）等での啓発・
広報活動を関係団体等と連携して取り組み、障
害のある人に対する理解や関心の推進や、障害
のある人の社会参加を促進します。
また、広報誌やテレビ・ラジオ・新聞など様々な広
報媒体を活用するとともに、街頭キャンペーンや
体験作文・ポスター、各種行事等の展開により積
極的に県民の理解を促進します。」

「③あいサポート運動の推進
平成２８年１月１９日に、「あいサポート運動」を創
設した鳥取県と運動の推進に関する協定を締結
し、あいサポーター（あいサポート運動を実践して
いただく方々）の養成等に取り組み、運動を推進
していきます。
あいサポート運動を推進していくことによって、県
民の中で、「ちょっとした手助け」によって人が人
を支える意識を継続的に醸成していきます。」

P.30～
31

【第２章 施策の展開】（重点施策と主要事業）

「①様々な啓発・広報活動
障害者週間（１２月３日～９日）や知的障害者
福祉月間（９月）、精神保健福祉普及運動（１０
月）、発達障害啓発週間（４月２日～８日）等で
の啓発・広報活動を推進し、障害のある人に
対する理解や関心の推進や、障害のある人の
社会参加を促進します。
また、広報誌やテレビ・ラジオ・新聞など様々
な広報媒体を活用するとともに、街頭キャン
ペーンや体験作文・ポスター、各種行事等の
展開により積極的に県民の理解を促進しま
す。」

「③あいサポート運動の紹介
様々な啓発活動等の一環で、あいサポート運
動を紹介していきます。」

※追加理由
（県の考え方）

・新たに「あいサポート運動」に
取り組むこと等によって、障害
者週間と合わせて、様々な機会
を活用して普及啓発を推進して
いきます。
・啓発活動を効果的に進めてい
くためには、障害者団体との連
携が重要であると考えます。

障害福祉課
（福祉のまちづくり
班）
（福祉推進班）

P.151

【第3章 事業一覧】

「発達障害のある人への理解を促進するための
啓発・広報
・世界自閉症啓発デー（発達障害者週間）で街頭
啓発等を関係団体等と連携して実施します。（障
害福祉課）」

「あいサポート運動の推進
平成２８年１月１９日に、「あいサポート運動」を創
設した鳥取県と運動の推進に関する協定を締結
し、あいサポーター（あいサポート運動を実践して
いただく方々）の養成等に取り組み、運動を推進
していきます。
あいサポート運動を推進していくことによって、県
民の中で、「ちょっとした手助け」によって人が人
を支える意識を継続的に醸成していきます。（障
害福祉課）」

P.149

【第3章 事業一覧】

「発達障害のある人への理解を促進するため
の啓発・広報
世界自閉症啓発デー（発達障害者週間）で街
頭啓発等を実施します。」

「あいサポート運動の紹介
様々な啓発活動等の一環で、あいサポート運
動を紹介していきます。」

上記と同様

障害福祉課
（福祉のまちづくり
班）
（福祉推進班）

Ⅰ　啓発・広
報・社会参加

１ 啓発・広報活動の推進
（２）様々な啓発・広報活動の推進
①様々な啓発・広報活動

【第２章 施策の展開】（重点施策と主要事
業）
【第３章 事業一覧】

団体意見

■各障害者団体
あいサポート運動に参加してほしい。

■片山委員
中国地方では岡山県だけがあいサポート運動を実施し
ていない。他に全国で３県程度実施していて、我々とし
ては、中国地方から発信したいという思いがある。障害
者差別解消法で、差別をしてはいけないよという呼びか
けも重要であるが、サポーターを増やしていくというほう
が、実際的な呼びかけもしやすいのではないかと思う
ので、ぜひ、参加いただきたい。

■岡山県自閉症協会
○世界自閉症啓発デーや発達障害者週間に対応して
行政機関の積極的な活動をお願いしたい。

○発達障害についての啓発と併せて、発達障害のある
人に対しての対応方法をまとめたものも、次回の発達
障害者週間で配付したい。

○「障害者週間」を「障害者月間」に変えて欲しい。
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P.28

【第２章 施策の展開】（現状と課題）

「●障害特性の理解に向けた普及啓発
　障害のある人と接するときには、様々な障害の
特性について理解する必要があります。また、そ
れぞれの障害特性に応じた対応が求められま
す。」

※追加理由
団体意見を反映

障害福祉課
（まちづくり班）

P.32
P.151

【第２章 施策の展開】（重点施策と主要事業）

「●障害特性の理解に向けた普及啓発
県民に対して、主な障害特性の知識や、配慮す
べき対応事例等について普及啓発を行います。
また、障害が多様化、重複化している中で、障害
のある人の実情に配慮して対応していくことが大
切であることも周知していきます。」

※追加理由
団体意見を反映

障害福祉課
（まちづくり班）

Ⅰ 啓発・広
報・社会参加

２　学校教育及び社会教育の充実等
（２）学校教育及び社会教育の充実

【第２章 施策の展開】（重点施策と主要事
業）

パブリックコメント

■パブリックコメント
「障害のある幼児児童生徒と障害のない幼児児童生徒
との交流活動を一層進めることで」に関しては、「共に
学ぶ活動を積極的に」に変更していただきたい。その、
理由は、以下の３点。

①障害者権利条約第２４条「障害のある人が障害を理
由として一般教育制度から排除されないこと」とあるこ
と。
②障害者基本法第１６条「可能な限り障害者である児
童および生徒が障害者でない児童および生徒と共に教
育を受けられるように配慮しつつ」とあること。
③2011年6月15日の衆議院内閣委員会議事録で末松
副大臣が、１６条の趣旨を、「全ての国民が、障害の有
無によって分け隔てられることなく、相互に人格と個性
を尊重し合いながら共生する社会を実現すると書いて
ある。

P.32

「(2)学校教育及び社会教育の充実
障害のある幼児児童生徒と障害のない幼児児童
生徒との相互理解を深めるための交流及び共同
学習を一層進めることで、障害のある人に対する
理解の促進と適切な対応に努めます。」

P.32

「(2)学校教育及び社会教育の充実
障害のある幼児児童生徒と障害のない幼児
児童生徒との相互理解を深めるための交流
活動を一層進めることで、障害のある人に対
する理解の促進と適切な対応に努めます。」

※修正理由
パブリックコメントの意見を反映

※県の考え方
御指摘のように障害のある幼
児児童生徒と障害のない幼児
児童生徒が共に学ぶことは、両
者が経験を広め、社会性を養
い、豊かな人間性を育て、多様
性を尊重する心を育むことにな
ることから、「交流活動」を「交流
及び共同学習」と修正します。

教育庁特別支援
教育課

Ⅰ 啓発・広
報・社会参加

２　学校教育及び社会教育の充実等
３　ボランティア活動等の推進

【第２章 施策の展開】（重点施策と主要事
業）
【第３章 事業一覧】

審議会意見
■審議会委員（薬師寺委員）
「障害や障害のある人に関わる」という表現について検
討して欲しい。

P.32

P.35

P.152

「・・・・・・障害のある人と関わる取組（こと、学
習）・・・・」

P.32

P.34

P.151

「・・・・・・障害や障害のある人に関わる取組
（こと、学習）・・・・」

※修正理由
審議会意見を反映

障害福祉課、教育
庁高校教育課・特別
支援教育課・保健体
育課・生涯学習課

P.29

【第２章 施策の展開】（現状と課題）
「●障害のある人が、自立した生活を送るために
は、身近な地域の各種団体・グループ、個人が幅
広く連携し、困っていることや不自由に感じている
ことを理解し支え合うネットワークづくりが大切で
す。」

（追加）
※追加理由
団体意見を反映

障害福祉課
（まちづくり班）

P.37
P.154

【第２章 施策の展開】（重点施策と主要事業）
【第３章 事業一覧】
「●身近な地域で支え合うネットワークづくり
障害のある人や高齢者が地域で自立した生活を
送ることができるよう、事例の収集・周知等に取
組み、身近な地域における各種団体・個人が障
害のある人や高齢者等を支え合うネットワークの
構築を市町村等に働きかけていきます。（障害福
祉課）」

「※【参考】「安全・安心ネットワーク」の概要（岡山
市）
身近な地域を、地域の人たちの力で自ら進んで
守り育てるために、小学校区・地区単位の各種地
域団体やグループの人たちが幅広く連携し、防
犯、防災、環境美化、地域福祉、健康づくりなど
の地域活動を行い、困っていることの解決や活動
のよろこびを分かち合う取り組みを行うネットワー
ク組織です。」

（追加）

※追加理由
団体意見を反映

※県の考え方
岡山市で進めている「安全・安
心ネットワーク」など事例モデル
を情報収集し、県のホームペー
ジ等を活用して市町村への働き
かけに努めていきます。

障害福祉課
（まちづくり班）

Ⅰ 啓発・広
報・社会参加

２　学校教育及び社会教育の充実等
（１）障害のある人への理解の促進

【第２章 施策の展開】
（現状と課題）（重点施策と主要事業）
【第３章 事業一覧】

団体意見

【様々な障害のあることに対する理解】
■岡山県視覚障害者協会
　視覚障害には、全盲だけでなく、弱視や、色盲など、
見えにくさにも様々な状態があることを理解していただ
きたい。

■岡山盲ろう者友の会
　「盲ろう」という障害があるということが浸透していな
い。
福祉や教育の現場で、盲ろうの人と関われるような機
会を作っていただきたい。

■岡山県手をつなぐ育成会
　ある市の地域福祉計画では、身体障害のある人が中
心となっている。作成担当者は福祉に関わっている人
間なのに、障害には、知的や精神もあることを忘れてし
まっている。身体障害が優先されている気がする。
様々な障害があることも啓発してほしい。

Ⅰ 啓発・広
報・社会参加

３　ボランティア活動等の推進
（２）ボランティア活動の推進・人材育成等

【第２章 施策の展開】
（現状と課題）（重点施策と主要事業）
【第３章 事業一覧】

団体意見

■岡山県手をつなぐ育成会
○支え合うネットワークづくり
　心のバリアフリーなどの啓発も大切だが、もっと実際
的に障害のある人や高齢者を支援するネットワークづく
りを進めるようなことを入れていただきたい。
　高齢者に、認知症のサポーターがあるように、障害の
ある人にも見守りなどのサポーターがあればと思う。
　例えば、岡山市の太伯地区などは、民生委員等の
ネットワークを作って、高齢者も障害のある人も一緒に
フォローしている。事例モデルを情報収集して、広めて
進めていくのも一つの方法だと思う。
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第３期岡山県障害者計画（だれもが輝く☆おかやまスマイルプラン）最終案
新旧一覧表（計画本編）

資料４
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P.35
P.153

※「（２）ボランティア活動の推進・人材育成等」か
らの移動
「●大学生によるボランティア活動（障害福祉課、
県民生活交通課）」

※枠内に以下を追加
「●大学生災害ボランティア研修会の開催（県民
生活交通課）」

第３章 事業一覧に以下を追加
（次の「（２）ボランティア活動の推進・人材育成
等」から移動）
「大学生災害ボランティア研修会の開催
県、岡山県社会福祉協議会及び県内１６大学で
は、「災害時における被災者支援ボランティアに
関する協定」を締結しており、このうち希望する大
学に対しては、学生を対象として災害ボランティ
ア研修を実施しています。（県民生活交通課）」

P.35
P.152

「●大学生によるボランティア活動（障害福祉
課）」

※修正理由
事業・取組内容の確認による

県民生活交通課

削除（「（１）学生等のボランティア活動の推進」へ
移動）

P.37
P.152

「●大学生災害ボランティア研修会の開催
県、岡山県社会福祉協議会及び県内１６大学
では、「災害時における被災者支援ボランティ
アに関する協定」を締結しており、このうち希
望する大学に対しては、学生を対象として災
害ボランティア研修を実施しています。（県民
生活交通課）」

※修正理由
事業・取組内容の確認による

県民生活交通課

Ⅰ　啓発・広
報・社会参加

３　ボランティア活動等の推進
（２）ボランティア活動の推進・人材育成等

【第２章 施策の展開】（重点施策と主要事
業）

庁内確認 男女共同参画青少年課 P.36

※男女共同参画青少年課名を削除
「（２）ボランティア活動の推進・人材育成等
（障害福祉課、県民生活交通課、教育庁特別支
援教育課・保健体育課）」

「●ボランティア人材の育成・ネットワーク化
（障害福祉課）」

P.35～
36

「（２）ボランティア活動の推進・人材育成等
（障害福祉課、県民生活交通課、男女共同参
画青少年課、教育庁特別支援教育課・保健体
育課）」

「●ボランティア人材の育成・ネットワーク化
（障害福祉課、男女共同参画青少年課）」

※修正理由
人材育成やネットワーク化に係
る予算措置がなくなり、事業の
推進が困難なため。

男女共同参画青
少年課

Ⅰ　啓発・広
報・社会参加

３　ボランティア活動等の推進
（２）ボランティア活動の推進・人材育成等

【第２章 施策の展開】　（重点施策と主要事
業）
【第３章 事業一覧】

庁内確認 県民生活交通課
P.37
P.153

「●県ボランティア・ＮＰＯ活動支援センターホー
ムページを通じた情報発信等
県ボランティア・ＮＰＯ活動支援センターが有する
情報収集・提供機能や相談・コーディネート機能
を活かし、同センターのホームページへボラン
ティア関連情報を掲載するなど、ボランティア活
動の促進に資する事業に取り組みます。（県民生
活交通課）」

P.37
P.152

「●「晴れの国づくりNET」の活用
障害のある人に対する活動や福祉も含め、地
域づくりに関わっている団体相互の情報交換
や交流の場として気軽に利用できるポータル
サイト「晴れの国づくりNET」を運営し、団体の
紹介、実施するイベント情報、活動報告、支援
制度の紹介等を行うことにより、地域や活動
の範囲等の枠を越えた全県的なネットワーク
の構築や団体相互の新たな連携を推進しま
す。（県民生活交通課）」

※修正理由
事業・取組内容の確認による

県民生活交通課

Ⅰ　啓発・広
報・社会参加

４　障害のある人の社会参加の促進

【第２章 施策の展開】（重点施策と主要事
業）
【第３章 事業一覧】

団体意見
■岡山県身体障害者福祉連合会
「障害のある人のくらしと権利の相談事業」
 →「障害者総合相談事業」

P.38 「障害者総合相談事業」
P.37
P.153

「障害のある人のくらしと権利の相談事業」
※修正理由
団体意見を反映

障害福祉課
（福祉推進班）

Ⅰ　啓発・広
報・社会参加

１　啓発・広報活動の推進
(2)様々な啓発・広報活動の推進

【第３章 事業一覧】

庁内確認 公聴広報課 P.150

「広報・啓発活動
広報誌やテレビ・ラジオ・新聞など様々な広報媒
体を活用し、積極的に県民の理解を促進します。
（公聴広報課）」

P.149

「広報・啓発活動
広報紙やテレビ・ラジオ・新聞など様々な広報
媒体を活用し、積極的に県民の理解を促進し
ます。（公聴広報課）」

※修正理由
公聴広報課で主として実施して
いる広報活動においては、県広
報紙が中心と考え、広報紙とし
ていましたが、点字広報も含む
ことから、広報誌と修正しまし
た。

公聴広報課

Ⅰ　啓発・広
報・社会参加

３　ボランティア活動等の推進
（１）学生等のボランティア活動の推進
（２）ボランティア活動の推進・人材育成等

【第２章 施策の展開】　（重点施策と主要事
業）
【第３章 事業一覧】

庁内確認 県民生活交通課
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Ⅱ　生活支援

１ 相談支援体制の構築
（２）発達障害のある人への相談支援

【第２章 施策の展開】
　（現状と課題）（重点施策と主要事業）

団体意見

■岡山県自閉症協会
○発達障害のある人への相談支援の充実
　身近なところでの相談支援が大切である。協会で
様々な相談を受けているが、発達障害のわかる相談支
援専門員が増えないと、広がりがない。

P.40

P.44

「【発達障害のある人への相談支援】
●　自閉症、アスペルガー症候群その他の広汎
性発達障害、学習障害、注意欠陥多動性障害な
どの発達障害のある人について、乳幼児期から
成人期までの各ライフステージに対応する一貫し
た支援体制の整備を図るとともに、身近な地域で
相談できる体制を確保する必要があります。」

「ウ 市町村支援体制の整備促進
発達障害のある人が身近な地域で支援を受ける
ことができるよう、市町村への発達障害者支援
コーディネーターの配置により、身近な地域で相
談支援や関係機関のコーディネートを行うことの
できる支援体制の整備を促進します。」

P.40

P.44

「【発達障害のある人への相談支援】
● 自閉症、アスペルガー症候群その他の広
汎性発達障害、学習障害、注意欠陥多動性
障害などの発達障害のある人について、乳幼
児期から成人期までの各ライフステージに対
応する一貫した支援体制の整備を図る必要が
あります。」

「ウ 市町村支援体制の整備促進
発達障害のある人が身近な地域で支援を受
けることができるよう、市町村への発達障害者
支援コーディネーターの配置により、相談支援
や関係機関のコーディネート等を行うことので
きる支援体制の整備を促進します。」

※追加修正理由
団体意見を反映
県の考え方
○発達障害についても、身近な
地域で相談支援を受けられる
体制の整備が重要であり、その
ため市町村への発達障害者支
援コーディネーターの配置を進
めています。
また、市町村の発達障害者支
援コーディネーターと相談支援
専門員との連携を促進すること
などにより、地域レベルでの相
談支援体制の充実を図ってい
きたいと考えています。

障害福祉課
（福祉推進班）

Ⅱ　生活支援

１ 相談支援体制の構築
（２）発達障害のある人への相談支援

【第２章 施策の展開】〈重点施策と主要事
業〉
【第３章 事業一覧】

庁内確認 障害福祉課

P.45

P.46

P.156

Ｐ．４５
「②発達障害のある人のトータルライフ支援
ウ　発達障害のある人の就労サポート事業
　発達障害のある人を県の職場に短期間、研修
生として受け入れて、県発達障害者支援センター
等によるサポートの下、職場体験の機会を提供
し、就労に向けた意欲の向上と準備のための支
援を行います。」

Ｐ．４６
枠内（最後から２番目）
「●発達障害のある人の就労サポート事業（障害
福祉課）」

Ｐ．１５６
「●発達障害のある人の就労サポート事業
発達障害のある人を県の職場に短期間、研修生
として受け入れて、県発達障害者支援センター等
によるサポートの下、職場体験の機会を提供し、
就労に向けた意欲の向上と準備のための支援を
行います。（障害福祉課）」

※追加理由
関連事業の掲載

障害福祉課
（福祉推進班）

P.45

「②発達障害がある人のトータルライフ支援
ア  早期からの支援（子どもの健やか発達支援事
業）
　各保健所・支所において、発達障害の疑いのあ
る子どもに対して児童精神科医などの専門医に
よる相談を実施することにより、早期発見、早期
支援による子育ての環境整備を図ります。」

P.45

「②発達障害がある人のトータルライフ支援
ア　早期からの支援（子どもの健やか発達支
援事業）
　各保健所・支所における、発達障害の疑い
のある子どもの児童精神科医などの専門医に
よる相談の実施などにより、早期発見、早期
療育による子育ての環境整備を図ります。」

※修正理由
事業・取組内容の確認による

健康推進課

P.156

「子どもの健やか発達支援事業
各保健所・支所において、児童精神科医などの
専門医による発達障害の疑いのある子どもの相
談を実施するなど、早期発見、早期支援による子
育ての環境整備を図ります。（健康推進課）」

P.155

「子どもの健やか発達支援事業
各保健所・支所において、児童精神科医など
の専門医による発達障害の疑いのある子ども
の相談を実施するなど、早期発見、早期療育
による子育ての環境整備を図ります。」

※修正理由
事業・取組内容の確認による

健康推進課

Ⅱ　生活支援

１　相談支援体制の構築
（２）発達障害のある人への相談支援

【第２章 施策の展開】（重点施策と主要事
業）
【第３章 事業一覧】

庁内確認 健康推進課
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Ⅱ　生活支援

１　相談支援体制の構築
（２）発達障害のある人への相談支援 ③　発
達障害のある青少年の相談支援

【第２章 施策の展開】　（重点施策と主要事
業）
【第３章 事業一覧】

庁内確認 男女共同参画青少年課
P.45
P.156

「青少年の総合的な相談機関である」
P.45
P.155

「青少年に関する相談を総合的に行う窓口、」
※修正理由
事業・取組内容の確認による

男女共同参画青
少年課

P.40

【第２章 施策の展開】（現状と課題）
「●精神障害のある人（発達障害のある人を含
む。）又は知的障害のある人が障害福祉サービ
スを適切に利用することができるよう、本人の自
己決定を尊重する観点から、意思決定の支援に
配慮しつつ、必要な支援を行う必要があります。
　近年、障害の多様化や重複化が進む中で、障
害のある人の個々の状況に応じた支援を適切に
行う必要があります。様々な障害についての情
報の取得に努めるとともに、それぞれの特性を理
解し、適切に対応することが必要です。また、必
要な情報を関係者間で共有することも大切で
す。」

P.40

「●精神障害のある人（発達障害のある人を
含む。）又は知的障害のある人が障害福祉
サービスを適切に利用することができるよう、
本人の自己決定を尊重する観点から、意思決
定の支援に配慮しつつ、必要な支援を行う必
要があります。」

P.47

【第２章 施策の展開】（重点施策と主要事業）
「●精神障害のある人が障害福祉サービスを適
切に利用することができるよう、本人の自己決定
を尊重する観点から、意思決定の支援に配慮し
つつ、必要な支援等を行います。
　精神保健及び精神障害のある人の福祉に関す
る総合的な技術中枢機関である精神保健福祉セ
ンターにおいて、知識の普及・調査研究や相談指
導事業、及び保健所や市町村等に対する技術指
導、技術援助を行います。
  また、多職種による訪問支援チームを設置し、
精神障害のある人の地域生活定着のため訪問
支援活動を行います。
　精神障害のある人、発達障害のある人及び高
次脳機能障害のある人について、各障害が併存
する場合など障害のある人の個々の実情に対応
した効果的な支援につなげるため、それぞれの
障害分野の関係者間で、障害特性、適切な対応
及び現状の課題等について情報を共有し、連携
を図っていきます。」

（枠内に追加）
「●精神障害のある人、発達障害のある人及び
高次脳機能障害のある人に関わる支援者間の
連携（健康推進課、障害福祉課）」

P.47

「精神障害のある人が障害福祉サービスを適
切に利用することができるよう、本人の自己決
定を尊重する観点から、意思決定の支援に配
慮しつつ、必要な支援等を行います。
　精神保健及び精神障害のある人の福祉に
関する総合的な技術中枢機関である精神保
健福祉センターにおいて、知識の普及・調査
研究や相談指導事業、及び保健所や市町村
等に対する技術指導、技術援助を行います。
  また、多職種による訪問支援チームを設置
し、精神障害のある人の地域生活定着のため
訪問支援活動を行います。」

P.157

【第3章 事業一覧】
※「精神保健福祉センター充実」の下に以下を追
加
「●精神障害のある人、発達障害のある人及び
高次脳機能障害のある人に関わる支援者間の
連携

関係の精神保健福祉センターや発達障害者支援
センター等の支援機関並びに関係の障害者団体
の間で、相互に各障害の特性、適切な対応及び
現状の課題等について情報を共有し、連携を図
ります。（健康推進課、障害福祉課）」

（追加）

健康推進課
障害福祉課
（福祉推進班）

Ⅱ 生活支援

「１ 相談支援体制の構築」
（５）精神障害のある人等に対する相談支援

【第２章 施策の展開】
（現状と課題）（重点施策と主要事業）
【第３章 事業一覧】

審議会・団体意見

【精神障害のある人、発達障害のある人及び高次脳機
能障害のある人に関わる支援者間の連携や、身近な
場所での相談支援について】

■審議会委員（綾部委員）
　身体障害のある人、知的障害のある人と同様に、精
神障害のある人についても、相談制度を整備してほし
い。実施している市町村もある。まだまだ引きこもってい
る人等がたくさんいるので、岡山県でもぜひ、身近な相
談支援の整備化に向けて支援いただきたい。

■岡山県精神障害者家族会連合会
○精神障害と発達障害及び高次脳機能障害の支援の
連携が必要。発達障害や高次脳機能障害についての
情報が得られるネットワークや機会があれば有り難い。
精神障害の支援の現場にいても、発達障害及び高次
脳機能障害について、ほとんど情報が入ってこない。発
達障害は精神障害の中に入っているが、支援の現場で
は別々になっている。
○市町村や保健所につなげる前の、家族に対する身近
な相談支援を充実して欲しい。

■岡山県自閉症協会
　障害種別間（精神障害・発達障害等）の関係者間の
連携
については、我々も前向きに取り組んでいきたい。特に
学校教育が終わった成人期以降の支援も大切である。

※追加理由
審議会・団体意見を反映

※県の考え方
（健康推進課）
○情報の共有は重要なことと考
えています。また、支援者に限
らず、広く県民に障害への理解
を深めてもらうため、精神障害、
発達障害、高次脳機能障害等
の障害の特性の概要を盛り込
んだリーフレットを作成していま
す（障害福祉課)。
　支援の現場でどうすれば、必
要な情報共有が図られるように
なるかなど、今後、現状の把握
に努めながら、対応策を検討し
ていきたいと考えています。

（障害福祉課）
発達障害がベースにある精神
障害の問題については、双方
の支援機関や支援団体等が連
携して取り組んで行く必要があ
ると考えています。

（健康推進課）
○精神障害のある人の相談に
ついては、県下の保健所・支所
及び精神保健福祉センターに
おいて、心の健康に関する不安
や悩み相談に応じているところ
です。
　今後とも、こうした保健所・支
所等の相談窓口の周知や関係
機関との連携強化を図り、支援
の充実に努めたいと考えていま
す。
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第３期岡山県障害者計画（だれもが輝く☆おかやまスマイルプラン）最終案
新旧一覧表（計画本編）

資料４

骨子 項　目 意見等の区分 意見等の概要（審議会委員・障害者団体名・庁内担当課等） ページ 計画最終案（新） ページ 計画素案（旧） 追加修正理由・県の考え方等 担当課

Ⅱ 生活支援

１　相談支援体制の構築
（７）生活安定のための各種施策の周知等

４   障害児支援の充実
（８）経済的支援等及び生活環境整備

【第２章 施策の展開】（重点施策と主要事
業）
【第３章 事業一覧】

庁内確認 住宅課

P.49
P.158

P.62
P.168

「県営住宅への入居における抽選の優遇」

P.49
P.157

P.62
P.167

「県営住宅への優先入居」
※修正理由
事業・取組内容の確認による

住宅課

Ⅱ 生活支援

Ⅳ 教育・ス
ポーツ・文化
芸術活動・国
際交流等

１　相談支援体制の構築
（７）生活安定のための各種施策の周知等

４ 障害のある人の文化芸術活動の推進
（２）文化施設での字幕・音声案内サービス
の提供等
５ 障害者スポーツの祭典
（３）障害のある人とない人のスポーツによる
ふれあい・交流の促進

【第２章 施策の展開】（重点施策と主要事
業）
【第３章 事業一覧】

庁内確認 都市計画課

P.49
P.159

P.96
P.97
P.188
P.189

「●後楽園入園料及び後楽園駐車場の使用料の
免除
障害者手帳・療育手帳・特定疾患等の医療受給
者証及びスモン健康管理手帳をお持ちの方の入
園料及び後楽園駐車場の使用料を免除します。
また、介護の必要な方は介護者１名の入園料も
無料となります。」

「●岡山県総合グラウンドの有料公園施設料金、
駐車場料金の減免」

P.49
P.158

P.96
P.97
P.187
P.188

「●後楽園入園料の免除
障害者手帳・療育手帳・特定疾患等の医療受
給者証およびスモン健康管理手帳をお持ちの
方の入園料を免除します。また、介護の必要
な方は介護者１名無料となります。」

「●岡山県総合グラウンドの有料公園施設料
金、駐車場料金の減免等」

※修正理由
事業・取組内容の確認による

都市計画課

Ⅱ　生活支援

４　障害児支援の充実
（１）子ども・子育て支援法等を主軸とする障
害児支援の充実等

【第２章 施策の展開】 （重点施策と主要事
業）

庁内確認 健康推進課 P.59 「人材の育成・確保」 P.59

●地域ぐるみでの障害児支援の充実
（下から２行目）
「人材の要請確保」

※修正理由
事業・取組内容の確認による

健康推進課

P.60
P.166

※家庭相談室の運営（子ども未来課）の下に（８）
から移動
「●子どもの健やか発達支援事業【再掲】
各保健所・支所において、児童精神科医などの
専門医による発達障害の疑いのある子どもの相
談を実施するなど、早期発見、早期療育による子
育ての環境整備を図ります。（健康推進課）」

P.60
P.165

※修正理由
事業・取組内容の確認による

健康推進課

削除（（２）相談体制機能の充実等に移動）
P.62
P.167

「●子どもの健やか発達支援事業
「各保健所・支所において、児童精神科医など
の専門医による発達障害の疑いのある子ども
の相談を実施するなど、早期発見、早期療育
による子育ての環境整備を図ります。（健康推
進課）【再掲】」

※修正理由
事業・取組内容の確認による

健康推進課

Ⅱ　生活支援

４　障害児支援の充実
（９）障害児虐待防止対策の充実

【第２章 施策の展開】 （重点施策と主要事
業）
【第３章 事業一覧】

庁内確認 健康推進課
P.63
P.170

「●おかやま妊娠・出産サポートセンター事業」
P63
P169

「●おかやま妊娠・出産サポーター事業」
※修正理由
事業・取組内容の確認による

健康推進課

Ⅱ　生活支援

４　障害児支援の充実
（８）経済的支援等及び生活環境整備

【第２章 施策の展開】 （重点施策と主要事
業）
【第３章 事業一覧】

庁内確認 子ども未来課
P.63
P.169

「放課後児童支援員等研修事業
放課後児童クラブの職員に対し、業務を遂行する
ために必要な知識・技術を習得するための研修
を実施します。（子ども未来課）」

P63
P168

「放課後児童指導員等研修事業
放課後児童クラブの指導員等に対し、業務を
遂行するために必要な知識・技術を習得する
ための研修を実施します。（子ども未来課）」

※修正理由
事業・取組内容の確認による

子ども未来課

Ⅱ　生活支援

４　障害児支援の充実
（２）相談体制機能の充実等
（８）経済的支援等及び生活環境整備

【第２章 施策の展開】 （重点施策と主要事
業）
【第３章 事業一覧】

庁内確認 健康推進課
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第３期岡山県障害者計画（だれもが輝く☆おかやまスマイルプラン）最終案
新旧一覧表（計画本編）

資料４

骨子 項　目 意見等の区分 意見等の概要（審議会委員・障害者団体名・庁内担当課等） ページ 計画最終案（新） ページ 計画素案（旧） 追加修正理由・県の考え方等 担当課

Ⅱ 生活支援

６　福祉用具等の研究開発及び身体障害者
補助犬の育成等

【第２章 施策の展開】（重点施策と主要事
業）

団体意見
■岡山県身体障害者福祉連合会
　身体障害者補助犬について

P.66 「身体障害者補助犬を同伴した」 P.65 「身体障害者補助犬を使用する」
※修正理由
団体意見を反映

障害福祉課
（福祉推進班）

Ⅱ 生活支援

Ⅸ 差別の解
消及び権利擁
護の推進

４　障害児支援の充実
（８）経済的支援等及び生活環境整備
（９）障害児虐待防止対策の充実

２  権利擁護の推進
（４）障害児虐待防止対策の充実

【第３章 事業一覧】

庁内確認 子ども未来課

P166
P170
P214

「児童環境づくり基盤整備事業
子どもに地域で身近に相談に応じる児童委員及
び主任児童委員を対象とした研修会を開催し、支
援技術の向上を図ります。（子ども未来課）」

P165
P169
P213

「児童環境づくり基盤整備事業
子どもに地域で身近に相談に応じる全ての児
童委員及び主任児童委員を対象とした研修会
を開催し、支援技術の向上を図ります。（子ど
も未来課）」

※修正理由
事業・取組内容の確認による

子ども未来課

Ⅱ 生活支援

４　障害児支援の充実
（８）経済的支援等及び生活環境整備

【第３章 事業一覧】
庁内確認 子ども未来課 P.168

「児童手当
次代の社会を担う児童の健やかな成長に資する
ため、児童手当を支給します。（子ども未来課）」

P.166

「児童手当
次代を担う子どもの健やかな育ちを支援する
ため、児童手当を支給します。（子ども未来
課）」

※修正理由
事業・取組内容の確認による

子ども未来課

Ⅱ 生活支援

４　障害児支援の充実
（８）経済的支援等及び生活環境整備

【第３章 事業一覧】
庁内確認 子ども未来課 P.169

「発達障害児支援保育士研修事業【再掲】
人間形成の基礎となる乳幼児期を過ごす保育所
において、子どもの発達の課題や特徴を理解し
た正しい支援が行えるよう、保育士等を対象とし
た実務研修を実施し、保育の実践力の向上を図
ります。（子ども未来課）」
※P155の事業・取組内容と同じ文面を再掲

P.167

「発達障害児支援保育士研修事業【再掲】
保育所等において、発達障害児への正しい支
援が行える実践力の向上を図るため、保育士
等に対する実践研修を図ります。（子ども未来
課）」

※修正理由
事業・取組内容の確認による

子ども未来課

Ⅱ 生活支援

Ⅸ 差別の解
消及び権利擁
護の推進

４　障害児支援の充実
（９）障害児虐待防止対策の充実

２  権利擁護の推進
（４）障害児虐待防止対策の充実

【第３章 事業一覧】

庁内確認 子ども未来課

P.170

P.213
「児童相談所カウンセリング事業
虐待を行った保護者等に対するカウンセリングを
実施します。（子ども未来課）」

P.168

P.212

「児童相談所カウンセリング事業
虐待を行った保護者に対するカウンセリングを
実施します。（子ども未来課）」

※修正理由
事業・取組内容の確認による

子ども未来課
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第３期岡山県障害者計画（だれもが輝く☆おかやまスマイルプラン）最終案
新旧一覧表（計画本編）

資料４

骨子 項　目 意見等の区分 意見等の概要（審議会委員・障害者団体名・庁内担当課等） ページ 計画最終案（新） ページ 計画素案（旧） 追加修正理由・県の考え方等 担当課

１　障害のある人に配慮したまちづくりの総
合的な推進
(1)福祉のまちづくりの総合的な推進(①福祉
のまちづくり条例・バリアフリーの推進)

【第２章 施策の展開】（重点施策と主要事
業）

P.69～
70

【第２章 施策の展開】（重点施策と主要事業）
（以下を追加する）
「引き続き岡山県では「岡山県福祉のまちづくり
条例」に基づき、県民総参加で｢心｣、｢情報｣、｢
物｣の３つのバリアフリーによる福祉のまちづくり
を一層推進します。
また、平成２８年４月の障害者差別解消法の施行
に伴い、ルール・慣行の柔軟な変更等の合理的
配慮についても、積極的な理解と協力を呼びか
け推進していきます。併せて、平成２８年から新
たに取り組む「あいサポート運動」を推進していく
ことによって、県民の中で、「ちょっとした手助け」
によって人が人を支える意識を継続的に醸成し
ていきます。」

（枠内に以下を追加する）
「●ルール・慣行の柔軟な変更等の合理的配慮
の推進（障害福祉課）」
「●「あいサポート運動」の推進（障害福祉課）【再
掲】」

P.69～
70

「引き続き岡山県では「岡山県福祉のまちづく
り条例」に基づき、県民総参加で｢心｣、｢情
報｣、｢物｣の３つのバリアフリーによる福祉の
まちづくりを一層推進します。」

※追加理由
団体意見を反映
新規施策を反映

障害福祉課
（福祉のまちづくり
班）

１　障害のある人に配慮したまちづくりの総
合的な推進
(1)福祉のまちづくりの総合的な推進(①福祉
のまちづくり条例・バリアフリーの推進)

【第３章 事業一覧】

P.173

【第３章 事業一覧】
(以下を追加する)
「●ルール・慣行の柔軟な変更等の合理的配慮
の推進
平成２８年４月からの障害者差別解消法の施行
に伴い、ルール・慣行の柔軟な変更等の合理的
配慮についても、積極的な理解と協力を呼びか
け推進していきます。（障害福祉課）」

「●「あいサポート運動」の推進【再掲】
平成２８年１月１９日に、「あいサポート運動」を創
設した鳥取県と運動の推進に関する協定を締結
し、あいサポーター（あいサポート運動を実践して
いただく方々）の養成等に取り組み、運動を推進
していきます。
あいサポート運動を推進していくことによって、県
民の中で、「ちょっとした手助け」によって人が人
を支える意識を継続的に醸成していきます。（障
害福祉課）｝

P.172 上記と同様
障害福祉課
（福祉のまちづくり
班）

Ⅲ 生活環境

１　障害のある人に配慮したまちづくりの総
合的な推進
（５）ユニバーサルデザインの普及

【第２章 施策の展開】（重点施策と主要事
業）

庁内確認 人権施策推進課 P.72

「福祉・医療施設の市街地における適正かつ計
画的な立地の推進、公園等との一体的整備の促
進、生活拠点の集約化等により、ユニバーサル
デザイン（ＵＤ）の考え方に配慮し、障害のある人
をはじめ、すべての人が安心・快適に暮らせるま
ちづくりを推進します。
多くの県民にＵＤの考え方をより一層、理解・定
着してもらうために、セミナー、体験事業等の実
施により、広く普及啓発に取り組みます。NＰＯ等
と協働し、ワークショップやＵＤ体験等を組み込ん
だ多彩な事業の実施により、ＵＤの学びの場と機
会を提供します。
また、ＩＴ分野におけるＵＤの推進も図ります。」

P.72

「福祉・医療施設の市街地における適正かつ
計画的な立地の推進、公園等との一体的整
備の促進、生活拠点の集約化等により、バリ
アフリーに配慮し、障害のある人が安心・快適
に暮らせるまちづくりを推進します。
多くの県民にユニバーサルデザイン（ＵＤ）の
考え方をより一層、理解・定着してもらうため
に、セミナー、体験事業等の実施により、広く
普及啓発に取り組みます。NＰＯ等と協働し、
ワークショップやＵＤ体験等を組み込んだ多彩
な事業の実施により、ユニバーサルデザイン
の学びの場と機会を提供します。
また、ＩＴ分野におけるユニバーサルデザイン
の推進も図ります。」

※修正理由
ユニバーサルデザイン(ＵＤ)は、
「はじめからすべての人にとっ
て使いやすいように、建物、製
品、サービスなどをデザインす
る」という考え方であり、より適
切な表現に修正する。

人権施策推進課

Ⅲ 生活環境

２　住宅の確保・生活関連施設のバリアフ
リー化
（１）公営住宅等のバリアフリー化等の推進

【第２章 施策の展開】（重点施策と主要事
業）
【第３章 事業一覧】

庁内確認 住宅課
P.73
P.175

「また、公営住宅等での障害のある人に対する入
居における抽選の優遇実施や単身入居を可能と
するための取組も推進していきます。」

「県営住宅への入居における抽選の優遇」

P.72
P.73
P.174

「また、公営住宅等での障害のある人に対す
る優先入居の実施や単身入居を可能とするた
めの取組も推進していきます。」

「県営住宅への優先入居」

※修正理由
事業・取組内容の確認

住宅課

Ⅲ 生活環境 団体意見

■岡山県身体障害者福祉連合会
　　「心」､「情報」、「物」の３つのバリアフリー
→（「制度」を加え）４つのバリアフリー
※障害者差別解消法の施行においては、合理的配慮
として、ルール・慣行の柔軟な変更が求められており、
整合性を図る必要がある。
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第３期岡山県障害者計画（だれもが輝く☆おかやまスマイルプラン）最終案
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Ⅳ 教育・ス
ポーツ・文化
芸術活動・国
際交流等

１　特別支援教育推進のための取組
（５）就学前、小学校、中学校、高等学校等に
おける特別支援教育の充実

【第２章 施策の展開】（重点施策と主要事
業）
【第３章 事業一覧】

庁内確認
障害福祉課
教育庁特別支援教育課

P.87

P.181

「●就学前後における関係機関連携強化事業
【再掲】
発達障害のある子どもの就学期において、支援
に必要な情報を幼稚園・保育所から小学校に確
実に引き継ぐことを目的としたモデル事業を市町
村で実施し、県全域での普及を図ります。（障害
福祉課・教育庁特別支援教育課）」

P.87

P.180

※追加理由
関連事業の追加

障害福祉課
（福祉推進班）
教育庁特別支援
教育課

Ⅳ 教育・ス
ポーツ・文化
芸術活動・国
際交流等

２　教育環境の整備等
（１）生涯学習の推進

【第２章 施策の展開】（重点施策と主要事
業）
【第３章 事業一覧】

庁内確認 教育庁生涯学習課
P.92
P.186

「●生きる力応援プラン「夢さがしの旅」推進事
業」

P.92
P.185

「●生きる力応援事業「夢さがしの旅」」

「●親育ち応援学習リーダー養成講座（教育
庁生涯学習課）」（ダブリを削除）

※修正理由
事業・取組内容の確認

教育庁生涯学習
課

Ⅳ 教育・文化
芸術活動・ス
ポーツ・国際
交流等

【大学等における障害のある学生への支援】
●大学等での様々な機会におけるバリアフ
リー化の推進

【第２章 施策の展開】（現状と課題）

庁内確認 障害福祉課 P.79

「平成２８年度からの障害者差別解消法施行に
向けて、障害のある学生が学べるよう、文部科学
省が、大学等が入学試験や授業面等で講じるべ
き合理的な配慮等の支援策の指針を策定されま
した。（27文科初第1058号 平成27年11月26日）」

P.79

「平成２８年度からの障害者差別解消法施行
に向けて、障害のある学生が学べるよう、文
部科学省が、大学等が入学試験や授業面等
で講じるべき合理的な配慮等の支援策の指針
を策定しているところです。」

※修正理由
対応指針が策定されたので修
正

障害福祉課

Ⅳ 教育・文化
芸術活動・ス
ポーツ・国際
交流等

「５　障害者スポーツの振興
「（１）障害者スポーツの普及等」

【第２章 施策の展開】（重点施策と主要事
業）
【第３章 事業一覧】

審議会・団体意見

【精神障害のある人の障害者スポーツについて】
■岡山県精神障害者家族会連合会
○精神障害のある人のスポーツ（卓球）への参加者数
の上限を増やしていただきたい。
○スポーツに対する事業所の理解や環境づくりが失わ
れてきている。特に就労系の事業所が多くなってきて、
スポーツができる環境が少なくなってきている。各事業
所の配慮がないと、なかなか浸透しない。障害者ス
ポーツは、元々は体力づくりから始まっている。

■審議会委員（綾部委員）
（意見概要）
岡山県の中では、精神障害のある人が参加することが
できるスポーツの種類を増やし、参加する機会を与えて
いただきたい。

P.96
P.188

P.96
（枠内に以下を追加）
「●障害者スポーツへの新たな参加の推進」

P.188
（以下を追加）
「●障害者スポーツへの新たな参加の推進
これまで、参加する機会が少なかった障害のある
人もスポーツ活動を行うことのできる環境づくりに
取り組みます。
また、精神障害等のある人の障害者スポーツへ
の参加に対する理解や協力が得られるよう、各
福祉事業所等へ働きかけるとともに、各種障害
者スポーツに参加しやすい環境づくりに努めま
す。（障害福祉課、福祉相談センター）」

※追加理由
審議会・団体意見を反映

障害福祉課
福祉相談センター

Ⅴ　雇用・就
業・経済的自
立の支援

【第２章 施策の展開】（現状と課題） 庁内確認 労働雇用政策課 P.99

● 法定雇用率
民間企業 ２．０％ 、自治体 ２．３％
岡山県の民間企業実雇用率 ２．２９％
平成２７年６月時点 全国１．８８％ 対 前年比０．
１３％増

P.99

● 法定雇用率
民間企業 ２．０％ 、自治体 ２．３％
岡山県の民間企業実雇用率 ２．１６％
平成２６年６月時点 全国１．８２％ 対 前年比
０．２３％増

※修正理由
・実雇用率（２．２９％）は、岡山
労働局による最新の統計数値
（H27.11.27）
・平成２７年６月時点の数値は、
素案発表後に確定発表された
ため修正。

労働雇用政策課

パブリックコメント

■パブリックコメント
「就労移行支援事業の役割が拡大しているにもかかわ
らず、事業所自体が減少傾向にある。一般就労への移
行実績が問われることも一因と思われる。現状では数
値目標の達成は難しいため、適切な対応をお願いした
い。」

団体意見
■岡山県自閉症協会
自分にあった職業選択ができる相談先の確保や就労
準備の場を充実してほしい。

※追加理由
パブリックコメント・団体意見を
反映
（県の考え方）
○一般就労への移行について
は、障害者就業・生活支援セン
ターが中心となって、効果的な
支援方法の普及等に取り組む
こととしており、就労移行支援
事業所も含めて関係機関が連
携し、目標の達成を目指したい
と考えています。

○障害者就業・生活支援セン
ターを広く周知し、就業を希望
する障害のある人の要望にき
め細かに対応できるよう相談支
援体制の充実を図ることとして
います。

障害福祉課
（福祉推進班）
（障害者支援班）

Ⅴ　雇用・就
業・経済的自
立の支援

３　一般就労への移行推進
（１）障害福祉サービスによる一般就労への
移行推進

【第２章 施策の展開】（重点施策と主要事
業）

P.105

「こうした就労系サービスからの一般就労が促
進されるよう、障害者就業・生活支援センター
と連携した就労アセスメントの実施等による支
援を進めます。」

P.105
～106

「こうした就労系サービスからの一般就労が促進
されるよう、障害者就業・生活支援センターと連
携した就労アセスメントの実施等による支援を進
めます。あわせて、相談支援事業所等の関係機
関がアセスメントの情報を共有し、障害のある人
が最も適した「働く場」に円滑に移行できるよう継
続的な支援に努めます。」
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第３期岡山県障害者計画（だれもが輝く☆おかやまスマイルプラン）最終案
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Ⅵ 保健・医療

１　保健・医療の充実等
（１）地域医療体制の充実等

３　保健・医療人材の育成・確保
（３）在宅医療と介護を支える人材の育成

５　障害の原因となる疾病等の予防・早期発
見・治療(６)専門医療機関、身近な医療機関
及び在宅医療、保健サービス等の提供体制
の充実
(在宅医療の推進)

【第２章 施策の展開】（重点施策と主要事
業）
【第３章 事業一覧】

庁内確認 医療推進課

P.112
P.115
P.120
P.194
P.197
P.201

「●在宅医療推進事業（人材育成・確保事業）（医
療推進課）」

P.112
P.115
P.120
P.193
P.196
P.200

「●在宅医療推進事業（人材育成・確保事業）
（医療推進課、長寿社会課）」

※修正理由
事業担当部署の確認による

医療推進課

Ⅵ 保健・医療

１　保健・医療の充実等
（１）地域医療体制の充実等

【第３章 事業一覧】
庁内確認 長寿社会課 P.194

「地域包括支援センターの機能強化のため,職員
の資質向上に取り組むとともに、介護予防・日常
生活支援総合事業などが効果的に推進されるよ
う市町村職員等への研修を実施します。また、地
域包括ケアの普及啓発のための事業などに取り
組みます。」

P.193

「地域包括支援センターの機能強化のための
職員資質の向上に取り組むとともに、訪問看
護の活性化のため訪問看護コールセンターの
運営を支援します。また、予防給付の一部が
市町村事業に移行することなどを踏まえ、介
護予防事業が効果的に推進されるよう市町村
職員等への研修を実施するほか、地域包括ケ
アの普及啓発のため、多様なサービスの担い
手となるＮＰＯ、ボランティア等と市町村が一堂
に会し情報交換・交流等を行うフォーラムの開
催などに取り組みます。」

※修正理由
事業・取組内容の確認による

長寿社会課

Ⅴ　雇用・就
業・経済的自
立の支援

４　障害特性に応じた就労支援及び多様な
就業の機会の確保
（１）精神障害（発達障害含む）のある人の就
労支援

【第２章 施策の展開】（重点施策と主要事
業）
【第３章 事業一覧】
　

団体意見

■岡山県自閉症協会
○就業のための初動支援の働きかけ
　学校を卒業したときに、どういうルートで働いていった
らいいかということを考え、職場に定着する前の初動支
援が非常に大切である。

P.106

P.106
「発達障害等の特性に応じた就労支援の充
実・強化を図ります。また、精神障害に関する
事業主等の理解を一層促進し、精神障害のあ
る人の雇用拡大を図ります。精神障害のある
人に対する就労支援に当たっては、就労支援
機関が医療機関と連携を図りつつ、就労の定
着を促進します。また、ハローワーク等におい
て発達障害のある人、精神障害のある人等に
対する専門的な支援の強化を図ります。」

P.106
P.192

P.106
「精神障害や発達障害の特性に応じた就労支援
の充実・強化を図るため、障害に関する事業主等
の理解を一層促進し、精神障害等のある人の雇
用拡大を図ります。精神障害等のある人に対す
る就労支援に当たっては、就労支援機関が医療
機関と連携を図りつつ、就労の定着を促進しま
す。また、ハローワーク等において精神障害のあ
る人や発達障害のある人に対する専門的な支援
の強化を図ります。
　また、精神障害のある人や発達障害のある人
を県の職場に短期間、研修生として受け入れ、職
場体験の機会を提供し、就労に向けた意欲の向
上や準備のための支援を行います。」

（枠内に以下を追加）
「●岡山県精神障害者職場研修事業（健康推進
課）【再掲】」
「●発達障害のある人の就労サポート事業（障害
福祉課）【再掲】」

P.192
※「発達障害のある人への就労支援」の下に以
下を追加
「●精神障害者職場研修事業【再掲】
障害のある人を、県庁の職場に短期間、研修生
として受け入れて職場体験の機会を提供すること
により、就労意欲の醸成、就労に必要なマナー等
の習得を図り、一般就労移行を促進します。（健
康推進課）」
「●発達障害のある人の就労サポート事業）【再
掲】
発達障害のある人を県の職場に短期間、研修生
として受け入れて、県発達障害者支援センター等
によるサポートの下、職場体験の機会を提供し、
就労に向けた意欲の向上と準備のための支援を
行います。（障害福祉課）」

※追加理由
団体意見を反映

※県の考え方
（障害福祉課）
　発達障害のある人の就労促
進と職場定着のためには、事業
主における発達障害の特性の
理解と適切な配慮が必要であ
り、現状において、それが不十
分な状況にある。

（教育庁特別支援教育課）
　現在、県立高等学校２校を指
定して、高等学校における特別
な教育課程や就労支援体制等
に関するモデル研究を行ってお
り、その中で卒業後の就労を見
据えた自己理解や進路選択に
関する指導内容・指導方法等を
研究しており、その成果を県下
に周知してまいります。

健康推進課
障害福祉課
（福祉推進班）
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第３期岡山県障害者計画（だれもが輝く☆おかやまスマイルプラン）最終案
新旧一覧表（計画本編）

資料４

骨子 項　目 意見等の区分 意見等の概要（審議会委員・障害者団体名・庁内担当課等） ページ 計画最終案（新） ページ 計画素案（旧） 追加修正理由・県の考え方等 担当課

Ⅵ 保健・医療

５　障害の原因となる疾病等の予防・早期発
見・治療
（５）健康づくりの推進

【第２章 施策の展開】（重点施策と主要事
業）

庁内確認 健康推進課 P.119

「糖尿病等の生活習慣病の発症予防と重症化予
防のため、栄養・食生活、身体活動・運動、休養・
こころの健康、飲酒、喫煙及び歯と口の健康に関
する生活習慣の改善による健康づくり施策を推
進します。」

P.119

「糖尿病等の生活習慣病の発症予防と重症化
予防のため、栄養・食生活、身体活動・運動、
休養・こころの健康、飲酒、喫煙及び歯・口の
健康に関する生活習慣の改善による健康づく
り施策を推進します。」

※修正理由
語句の修正

健康推進課

Ⅳ情報アクセ
シビリティ

１　情報通信における情報アクセシビリティ
の向上

【第２章 施策の展開】（重点施策と主要事
業）

団体意見

■岡山県身体障害者福祉連合会
「アクセシビリティ」、「ウェブアクセシビリティ」と言う言葉
は馴染みがない言葉であるため日本語に置き換える、
又は注釈を加えてほしい。

P.121

（「アクセシビリティ」について以下の注釈をつけ
る）
「※「アクセシビリティ」
年齢や身体障害の有無に関係なく、誰でも必要
とする情報に簡単にたどり着け、利用できること
をいいます。」

P.121

■ウェブアクセシビリティ
「障害のある人や高齢者を含む誰もが、ウェブ
で提供されている情報を利用しやすくする」こ
と

※追加理由
団体意見を反映

障害福祉課
情報政策課

Ⅳ　保健・医療

５　障害の原因となる疾病等の予防・早期発
見・治療
（１）疾病・障害等の早期発見・治療・早期療
養の推進等

【第２章 施策の展開】
〈現状と課題〉〈重点施策と主要事業〉
【第３章 事業一覧】

庁内確認
障害福祉課
健康推進課

（追加）

P.111

P.117

P.199

Ｐ．１１１（現状と課題）
（【障害の早期発見・治療の推進】の２番目に以
下を追加）
「●発達障害のある幼児の早期療育のほか、就
学期や成人期において必要な支援が受けられる
よう、各地域において適切に発達障害の診断や
発達支援が受けられるよう専門的な医療機関や
支援機関を確保する必要があります。」

Ｐ。１１７（重点施策と主要事業）
課名を追加
「（１）疾病・障害等の早期発見・治療・早期療養
の推進等　（医療推進課、健康推進課、障害福祉
課）」

※下側の枠の前に以下を追加
「また、発達障害の早期発見や適切な支援のた
めの体制を整備するため、子どもの心の診療拠
点病院を中心に、各地域において、発達障害に
専門的に携わる医師や関係専門職の育成等を
図り、全県的なネットワー　クの構築を進めま
す。」

※下側の枠内に以下を追加
「●発達障害児（者）支援医師研修事業（障害福
祉課）【再掲】」
「●子どもの心の診療ネットワーク事業（健康推
進課）」

Ｐ．１９９（事業一覧）
※発達障害児支援強化事業の下に以下を追加
「●発達障害児（者）支援医師研修事業【再掲】
発達障害の早期発見及び早期支援については、
医師の役割が重要であることから、小児科医や
乳幼児健診に携わる医師に対する研修を通じて
発達支援に関する専門性の確保等、体制の充実
を図ります。（障害福祉課）」

「●子どもの心の診療ネットワーク事業（健康推
進課）
子どもの心の診療拠点病院を中心に、各地域に
おいて、発達障害に専門的に携わる医師や関係
専門職の育成等を図り、全県的なネットワークの
構築を進めます。」

障害福祉課
健康推進課

※追加理由
現在策定中の次期岡山県保健
医療計画との整合性の点から
追加する。
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第３期岡山県障害者計画（だれもが輝く☆おかやまスマイルプラン）最終案
新旧一覧表（計画本編）

資料４

骨子 項　目 意見等の区分 意見等の概要（審議会委員・障害者団体名・庁内担当課等） ページ 計画最終案（新） ページ 計画素案（旧） 追加修正理由・県の考え方等 担当課

Ⅶ 情報アクセ
シビリティ

Ⅸ　差別の解
消及び権利擁
護の推進

４　行政情報のバリアフリー化
(３)県関係施設や情報のバリアフリー化

３　行政機関等における配慮及び障害のあ
る人の理解促進等
(３)アクセシビリティに配慮した情報提供

【第３章 事業一覧】

庁内確認 国際課
P.204
P.215

「岡山国際交流センターのバリアフリー化」
「情報相談コーナーに、車いす使用者にも対応で
きるカウンターを設置しています。
・エレベーター内スイッチを点字表示し、エレベー
ターに音声案内機器を設置しています。
・障害者用駐車場を設置しています。」

P.203
P.214

「岡山国際交流センターのバリアフリー化」
「・国際交流センター情報相談コーナーを、車
いす利用者にも対応できるカウンターに取り替
えました。（H24年度）
・エレベーター内スイッチを点字表示し、エレ
ベーターに音声案内機器を設置しています。
・障害者用駐車場を設けています。」

※修正理由
事業・取組内容の確認による

国際課

Ⅷ　安全・安心
１ 防災対策の推進

【第２章 施策の展開】（現状と課題）

庁内確認 保健福祉課 P.128

「こうした方々は、被災家屋に取り残されるおそれ
があり、安否確認が困難となるので、単独行動は
極力避け、地域住民の協力応援を得て、避難す
ることが必要です。」

P.128

「単独行動は、被災家屋に取り残されるおそ
れがあり、安否確認が困難となるので、極力
避け、地域住民の協力応援を得て、避難する
ことが必要です。」

※修正理由
語句の修正

保健福祉課

Ⅷ　安全・安心

１ 防災対策の推進

【第２章 施策の展開】（現状と課題）
庁内確認

保健福祉課
障害福祉課

P.127
～130

→「独り暮らし」
→「障害のある人等の要配慮者
→「障害特性等」
→「今なお」
→「除染」
→「わたって」
→「子どもたちが戸外」
→「多かったものの」

P.127
～129

「一人暮らし」
障害のある人等、要配慮者」
「障害の特性」
「未だに」
「除線」
「渡って」
「子どもだちが外」
「多かったですが」

※修正理由
語句の修正

保健福祉課
障害福祉課

Ⅷ　安全・安心

１　防災対策の推進
（１）災害に強い地域づくりの推進

【第２章 施策の展開】（重点施策と主要事
業）

庁内確認 保健福祉課 P.131

「④ 福祉避難所の指定促進（保健福祉課）
今後発生が想定される大規模地震や、台風など
の風水害による被災に対して、福祉避難所の指
定箇所数の増加や施設・設備の拡充、住民への
周知等をあらかじめ十分行っておくよう市町村へ
の働きかけに努めます。」

P.131

「④ 福祉避難所の指定促進（保健福祉課）
今後発生が想定される大規模地震や、台風な
どの風水害による被災に対して、市町村にお
いて、あらかじめ十分な福祉避難所を確保し
ておくよう、指定箇所数の増加や施設・設備の
拡充、住民への周知等の市町村の働きかけ
に努めます。」

※修正理由
事業・取組内容の確認による

保健福祉課

Ⅷ　安全・安心

１　防災対策の推進
（１）災害に強い地域づくりの推進

【第２章 施策の展開】（重点施策と主要事
業）
【第３章 事業一覧】

庁内確認 情報政策課
P.132
P.205

「●災害発生時等におけるホームページへのアク
セス集中等を軽減するための他県との連携（情
報政策課）」

P.132
P.204

「●災害発生時等におけるホームページへの
アクセス集中等を軽減するための他県及び民
間事業者との連携（情報政策課）」

※修正理由
事業・取組内容の確認による

情報政策課
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第３期岡山県障害者計画（だれもが輝く☆おかやまスマイルプラン）最終案
新旧一覧表（計画本編）

資料４

骨子 項　目 意見等の区分 意見等の概要（審議会委員・障害者団体名・庁内担当課等） ページ 計画最終案（新） ページ 計画素案（旧） 追加修正理由・県の考え方等 担当課

１ 防災対策の推進

【第２章 施策の展開】（現状と課題）
P.128

（以下を追加）
「障害の特性によっては、意思の疎通等様々な
行動が制限されることから、災害時に周囲の情
報が入らず、適切な避難や判断につながらない
可能性があります。
また、東日本大震災では、周囲の人の手助けが
大切な命を救う大きな力となりました。障害のあ
る人に対する周囲の人の理解と協力が大切で
す。」

保健福祉課
障害福祉課

１ 防災対策の推進
（３）障害特性に配慮した情報伝達の体制整
備

【第２章 施策の展開】（重点施策と主要事
業）

P.133

「災害発生時、又は災害が発生するおそれがあ
る場合に、障害のある人等に対して適切に情報
を伝達できるよう、民間事業者等の協力を得つ
つ、障害特性等に配慮した情報伝達や、情報伝
達の多重化等の体制整備を促進します。なお、
必要とされる情報伝達の方法等は、障害の特性・
程度等によって様々であることに留意します。特
に、視覚障害のある人や聴覚障害のある人等は
情報の取得や意思疎通が制限されるため配慮が
必要です。」

P.133

「災害発生時、又は災害が発生するおそれが
ある場合に障害のある人に対して適切に情報
を伝達できるよう、民間事業者等の協力を得
つつ、障害特性に配慮した情報伝達や、情報
伝達の多重化等の体制整備を促進します。」

保健福祉課
障害福祉課

１ 防災対策の推進
（４）災害時における要配慮者等の安全確保

【第２章 施策の展開】（重点施策と主要事
業）

P.136

「④　避難支援計画の整備等
●　県は、市町村に対し、福祉関係部局、自主防
災組織、福祉関係者等との連携の下、一人ひと
りの避難行動要支援者に対して複数の避難支援
者を定めるなど、具体的な避難支援計画の整備
に努めるよう働きかけます。さらに、個別の避難
支援計画の作成についても、市町村に対し、視
覚障害のある人等、移動に著しい困難を有する
人への安全に配慮した避難行動の支援や、避難
行動支援等に対する地域における共助力の向上
が図られるよう働きかけます。」

P.136

「④　避難支援計画の整備等
●　県は、市町村に対し、福祉関係部局、自
主防災組織、福祉関係者等との連携の下、一
人ひとりの避難行動要支援者に対して複数の
避難支援者を定めるなど、具体的な避難支援
計画の整備に努めるよう働きかけます。」

危機管理課
保健福祉課
障害福祉課

１ 防災対策の推進
（４）災害時における要配慮者等の安全確保
避難支援・生活支援策に係る計画作成等

【第３章 事業一覧】

P.207

「避難支援・生活支援策に係る計画作成等
県は、県社会福祉協議会等関係団体と連携し、
避難行動要支援者の避難支援・生活支援策に係
る全体計画及び個別計画の作成を市町村に働き
かけ、支援体制の整備を促進します。さらに、個
別計画の作成についても、市町村に対し、視覚
障害のある人等、移動に著しい困難を有する人
への安全に配慮した避難行動の支援や、避難行
動支援等に対する地域における共助力の向上が
図られるよう働きかけます。（保健福祉課）」

P.206

「避難支援・生活支援策に係る計画作成等
県は、県社会福祉協議会等関係団体と連携
し、避難行動要支援者の避難支援・生活支援
策に係る全体計画及び個別計画の作成を市
町村に働きかけ、支援体制の整備を促進しま
す。（保健福祉課）」

危機管理課
保健福祉課
障害福祉課

Ⅷ　安全・安心

１　防災対策の推進
（２）ハード・ソフト一体となった土砂災害防止
対策

【第２章 施策の展開】（重点施策と主要事
業）

庁内確認 危機管理課 P.133
「●ハザードマップ等の公表（危機管理課、防災
砂防課）」

P.133 「●ハザードマップ等の公表（防災砂防課）」
※修正理由
担当部署の確認による

危機管理課

Ⅷ　安全・安心

１　防災対策の推進
（４）災害時における要配慮者等の安全確保

【第２章 施策の展開】（重点施策と主要事
業）

庁内確認 保健福祉課 P.135
→「災害発生時の効果的な利用」

→「乳幼児、身体障害のある人、・・・」
P.134

「災害発生時に効果的な利用」

「県は、乳幼児、身体障害のある人、・・・」

※修正理由
県地域防災計画の記載表現に
合わせる。

危機管理課

Ⅷ　安全・安心

１　防災対策の推進
（４）災害時における要配慮者等の安全確保
③　福祉避難所の確保

【第２章 施策の展開】（重点施策と主要事
業）

庁内確認 保健福祉課 P.136 「福祉避難所の指定を行うとともに、」 P.136 「福祉避難所の指定を行うようとともに、」
※修正理由
語句の修正

保健福祉課

Ⅷ 安全・安心

１ 防災対策の推進
（４）災害時における要配慮者等の安全確保
④避難支援計画の整備等

【第２章 施策の展開】（重点施策と主要事
業）

庁内確認 県民生活交通課 P.137

（以下を追加）
「●県は、災害時において要配慮者等を支援す
るため、手話通訳などの専門的な技術を有する
災害救援専門ボランティアの研修や登録を行い
ます。」

P.137
※追加理由
施策の展開と事業内容の整合
を図るため

県民生活交通課

Ⅷ　安全・安心
団体意見

■岡山県視覚障害者協会
○災害時、目の見えない人に対する周囲の援護にも取
り組むよう、計画の中に入れていただきたい。災害のと
きは、周りが見えないので困る。また、音声や点字など
を使った対策をお願いしたい。

○避難所の多くが小学校であるが、そこにたどり着くま
でが不安である。災害時は交差点の信号も止まるの
で、非常に困る。

○各市町村で視覚障害のある人に対する手引きなどを
周知していただきたい。

■岡山県聴覚障害者福祉協会
○意思疎通支援
周りの状況が目に見えても、情報が入ってこないという
のは大きい。３日目までは自助。それから福祉避難所。
コミュニケーションがとれるように配慮していただきた
い。

○福祉避難所等
・実際の設置は市町村で行うことになるとは思うが、市
町村間で格差があると思う。
・県としても、（耳が聞こえない人向けに）福祉避難所を
１箇所作って欲しい。
・福祉避難所がどこにあるかがわからない人も多いと思
う。

○災害救援専門ボランティア
問い合わせしても、県民生活交通課→保健福祉課→障
害福祉課といった形で、様々な課をまたいで、時間がか
かる。早急に整えていただきたい。

■岡山盲ろう者友の会
盲ろう者は情報の取得が特に難しい。点字が読めない
人もいる。タクシーも呼べない。様々なレベルの人がい
る。市町村にボランティアを頼むときもあるが、特に災
害の時に困る。

※追加理由
団体意見を反映

※県の考え方
視覚障害のある方や移動に著
しい困難を有する方など自ら避
難することが困難な方で特に避
難の支援を要する方は、災害
対策基本法で「避難行動要支
援者」という位置づけとなってお
り、避難行動要支援者の避難
支援を実施するための基礎とな
る名簿（避難行動要支援者名
簿）の作成や避難支援の実効
性を高めるための個別計画の
策定は各市町村が行うことと
なっています。
そのため、御意見にあるような
避難行動要支援者や地域の実
情を踏まえた個別の避難支援
対策が進むよう市町村に働き
かけているところです。
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第３期岡山県障害者計画（だれもが輝く☆おかやまスマイルプラン）最終案
新旧一覧表（計画本編）

資料４

骨子 項　目 意見等の区分 意見等の概要（審議会委員・障害者団体名・庁内担当課等） ページ 計画最終案（新） ページ 計画素案（旧） 追加修正理由・県の考え方等 担当課

Ⅷ 安全・安心

１ 防災対策の推進
（４）災害時における要配慮者等の安全確保
⑤　防災知識の普及啓発等

【第２章 施策の展開】（重点施策と主要事
業）

庁内確認 保健福祉課 P.137
「県は、社会福祉施設、要配慮者を雇用する事業
所等の管理者に対し、施設職員や入所者等に対
し防災教育を実施するよう働きかけます。」

P.137
「県は、社会福祉施設、要配慮者を雇用する
事業所等の管理者は施設職員や入所者等に
対し防災教育を実施します。」

※修正理由
事業・取組内容の確認による

保健福祉課

Ⅷ　安全・安心

１　防災対策の推進
（４）災害時における要配慮者等の安全確保

【第２章 施策の展開】（重点施策と主要事
業）
【第３章 事業一覧】

庁内確認 保健福祉課

P.138

P.207

（枠内に以下を追加）
「●岡山県災害時公衆衛生活動マニュアルの策
定（保健福祉課）」

（第３章 事業一覧に追加）
「岡山県災害時公衆衛生活動マニュアルの策定
大規模災害発生時において、被災市町村だけで
は対応が困難な場合に備え、県内外からの公衆
衛生スタッフを中心とした公衆衛生活動体制等を
定めたマニュアルを策定します。
これは、被災後の二次的な健康被害の予防を図
り、被災者の生命・安全の確保、早期に被災地及
び被災者の復興を目指すことを目的とします。
（保健福祉課）」

※追加理由
新たな取組を反映 保健福祉課

Ⅷ　安全・安心

１　防災対策の推進
（５）福祉避難所の確保・バリアフリー化の推
進・必要な物資の確保等

【第２章 施策の展開】（重点施策と主要事
業）

庁内確認 保健福祉課 P.138

「県は、避難所、応急仮設住宅のバリアフリー化
を推進するとともに、障害のある人が、避難所に
おいて、必要な物資を含め、障害特性に応じた支
援を得ることができるよう、市町村における必要
な体制整備を支援します。
また、市町村が要配慮者等の受入体制の充実を
図ることで、災害発生時に福祉避難所を適切に
開設・運営できるよう体制づくりを進めるよう働き
かけます。」

P.137

「避難所、応急仮設住宅のバリアフリー化を推
進するとともに、避難所において障害のある人
が、必要な物資を含め、障害特性に応じた支
援を得ることができるよう、市町村における必
要な体制整備を支援します。
また、福祉避難所の確保を推進するに当た
り、施設のバリアフリー化や設置の際に必要と
なる物資・器財の確保のための支援を行い、
体制整備の充実を図ります。」

※修正理由
事業・取組内容の確認による

保健福祉課

Ⅷ　安全・安心

１　防災対策の推進
（５）福祉避難所の確保・バリアフリー化の推
進・必要な物資の確保等

【第２章 施策の展開】（重点施策と主要事
業）

庁内確認 保健福祉課 P.138
（枠内）
「●福祉避難所の確保への協力・バリアフリー化
の推進等（保健福祉課）」

P.138
（枠内）
「●福祉避難所の確保への協力・バリアフリー
化の推進（保健福祉課）」

※修正理由
事業・取組内容の確認による

保健福祉課

Ⅷ　安全・安心

１　防災対策の推進
（８）東日本大震災からの復興支援等

【第２章 施策の展開】（重点施策と主要事
業）

庁内確認 障害福祉課 P.140 「先進的課題として捉え、」 P.140 「先進的課題としてとらえ、」
※修正理由
語句の修正

障害福祉課

Ⅷ　安全・安心

１  防災対策の推進
（２）ハード・ソフト一体となった土砂災害防止
対策

【第３章 事業一覧】

庁内確認 防災砂防課 P.206

「土砂災害防止対策（ハード対策の推進）
土砂災害警戒区域の指定を進めるとともに、土
砂災害の恐れのある箇所について、砂防、地す
べり対策、急傾斜地崩壊対策事業等のハード対
策を推進します。要配慮者利用施設などがある
箇所のうち、緊急性の高い箇所から順次整備し
ていきます。（防災砂防課）」

P.205

「土砂災害防止対策（ハード対策の推進）
土砂災害警戒区域の指定を進めるとともに、
土砂災害の恐れのある箇所について、砂防、
地すべり、急傾斜地崩壊対策事業等のハード
対策を推進します。要配慮者利用施設などが
ある箇所のうち、緊急性の高い箇所から順次
整備を推進していきます。（防災砂防課）」

※修正理由
事業・取組内容の確認による

防災砂防課
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Ⅷ　安全・安心

１　防災対策の推進
（５）福祉避難所の確保・バリアフリー化の推
進・必要な物資の確保等

【第３章 事業一覧】

庁内確認 保健福祉課 P.207

「福祉避難所の確保への協力・バリアフリー化の
推進等

市町村に対して、福祉避難所の確保及び災害時
に適切に開設・運営できるよう、体制整備の充実
を働きかけます。また、福祉避難所の整備にあ
たっては、バリアフリー化の推進を働きかけま
す。（保健福祉課）」

P.206

「福祉避難所の確保への協力・バリアフリー化
の推進
市町村に対して、災害時の福祉避難所の設置
の際に必要となる物資・器財等の確保や施
設・設備の整備等に要する経費の一部を助成
する福祉避難所設置促進事業補助金の活用
を呼びかける等、福祉避難所の確保に協力し
ます。また、福祉避難所の整備にあたっては、
バリアフリー化の推進を働きかけます。（保健
福祉課）」

※修正理由
事業・取組内容の確認による

保健福祉課

P.141

（枠内）
「●自主防犯活動の支援（くらし安全安心課）」

削除

P.140
～
P.141

（枠内）
「●自主防犯活動を支援（くらし安全安心課）」

「●岡山県防犯カメラ設置支援事業（くらし安
全安心課）」

※修正理由
・語句の修正
・防犯カメラ設置支援事業につ
いては計画期間中（H28年度）
に事業が終了するため削除す
る

くらし安全安心課

P.210 削除 P.209

「岡山県防犯カメラ設置支援事業
自転車盗等の街頭犯罪や少年非行、障害の
ある人・子ども・女性等弱者を狙った犯罪等の
防止を図り、犯罪の起きにくい社会環境を整
備するため、市町村や住民団体が設置する防
犯カメラを支援します。（くらし安全安心課）」

※修正理由
計画期間中（H28年度）に事業
が終了するため削除する

くらし安全安心課

Ⅷ　安全・安心

２ 防犯・交通安全対策の推進
（３）交通安全対策

【第２章 施策の展開】（重点施策と主要事
業）
【第３章 事業一覧】

庁内確認 道路整備課
P.142
P.210

「●ITS（高度道路交通情報システム）の推進（道
路整備課）」

「災害や工事に伴う道路通行規制や、冬期の道
路状況等の情報をホームページ「岡山県道路規
制情報」や「岡山県冬期道路気象情報システ
ム」、道路情報板等を通じてリアルタイムに提供
するなど、ITS の一層の推進と活用を図り、道路
利用者の安全性・利便性の向上を図ります。」

P.141
P.209

「●ITS（高度道路交通情報システム）の推進
と活用によるバリアフリールートマップの提供
等（道路整備課）」

「災害や工事に伴う道路通行規制や、冬期の
道路状況等の情報をホームページ「岡山県道
路規制情報」や「岡山県冬期道路気象情報シ
ステム」、道路情報板等を通じてリアルタイム
に提供するとともに、段差等の障害物情報を
掲載したバリアフリールートマップを提供する
など、ITS の一層の推進と活用を図り、道路利
用者の安全性・利便性の向上を図ります。」

※修正理由
事業・取組内容の確認による

道路整備課

Ⅷ　安全・安心

Ⅲ 生活環境

２ 防犯・交通安全対策の推進
（３）交通安全対策

１　障害のある人に配慮したまちづくりの総
合的な推進
(３)バリアフリー法に基づく障害のある人に
配慮した交通対策の推進

【第２章 施策の展開】（重点施策と主要事
業）
【第３章 事業一覧】

庁内確認 道路整備課

P.142
P.211

P.174

「●信号灯器のLED化（警察本部交通規制課）」

P.141
P.210

P.173

「●信号灯器のLED化（警察本部交通規制
課、道路整備課）」

※修正理由
担当部署の確認による

道路整備課

Ⅷ　安全・安心

２ 防犯・交通安全対策の推進
(2)　安全・安心のまちづくり

【第２章 施策の展開】（重点施策と主要事
業）

庁内確認 くらし安全安心課 P.143
「③・・消費生活相談の受付や、相談員等に対す
る研修・・・」

P.142
「③・・「消費者相談の受付や、相談員等の障
害のある人の理解のための研修・・・」

※修正理由
事業・取組内容の確認による

くらし安全安心課

Ⅷ　安全・安心

２ 防犯・交通安全対策の推進
(2)　安全・安心のまちづくり

【第２章 施策の展開】（重点施策と主要事
業）
【第３章 事業一覧】

庁内確認 くらし安全安心課
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Ⅷ　安全・安心

２ 防犯・交通安全対策の推進
(2)　安全・安心のまちづくり

【第３章 事業一覧】
庁内確認 くらし安全安心課 P.211 「安全・安心まちづくり旬間（１０月）」 P.210

最下段の表中
「安全・安心まちづくり月間（１０月）」

※修正理由
事業・取組内容の確認による

くらし安全安心課

Ⅰ　啓発・広
報・社会参加

【第４章 数値目標】
「「今住んでいる地域の行事に参加している」
と回答した生徒の割合」

庁内確認 教育庁義務教育課 P.216
「今住んでいる地域の行事に参加している」と回
答した生徒の割合
目標年度　：　　H３１

P.215

「「今住んでいる地域の行事に参加している」
と回答した生徒の割合」
目標年度　：　H２８

※修正理由
創生総合戦略策定に伴うＫＰＩと
の整合

教育庁義務教育
課

Ⅱ 生活支援

【第４章　数値目標】
「障害のある人の地域生活の支援（地域生
活支援拠点等の整備）」

庁内確認 障害福祉課 P.217
「障害のある人の地域生活の支援（地域生活支
援拠点等の整備）」
目標年度　： Ｈ２９

P.216
「障害のある人の地域生活の支援（地域生活
支援拠点等の整備）」
目標年度　： Ｈ３２

※修正理由
障害者計画の終期に併せて、Ｈ
３２としていたが、元々、第４期
障害福祉計画では、Ｈ２９を目
標年度としていたため、障害福
祉計画と整合させるもの。

障害福祉課

Ⅲ　生活環境
【第４章 数値目標】
Ⅲ 生活環境（現状数値）

庁内確認 障害福祉課 P.219
「41.3％、49.2％、96.0％、96.0％、71.0％、
45.1％」

P.218
「41.30％、49.20％、96.00％、96.00％、
71.00％、45.10％」

※修正理由
少数点第1位に揃える

障害福祉課

Ⅳ 教育・文化
芸術活動・ス
ポーツ・国際
交流等

【第4章　数値目標】
「学校支援地域本部の設置等を行っている
中学校区の割合」

庁内確認 教育庁生涯学習課 P.220

「学校支援地域本部の設置等を行っている中学
校区の割合」
現状　現状数値：８３.0％
　　　　根拠年度：Ｈ２６
目標　根拠年度：Ｈ２８

P.219

「学校支援地域本部の設置等を行っている中
学校区の割合」
現状　現状数値：７１％
　　　　根拠年度：Ｈ２５
目標　根拠年度：Ｈ３１

※修正理由
素案では「いきいき子どもプラン
２０１５」の目標数値を使用とい
うことで、現状をプラン策定時の
ものを入れていたが、Ｈ２６の実
績値も出ているため修正。

Ｈ２８に100％を目標（生き活き
プラン）としているが、「いきいき
子どもプラン２０１５」の終期がＨ
３１までであることから、素案で
はその終期を目標年度としてい
たが、本計画では、項目毎に目
標年度が異なっているので、本
来の目標年度であるＨ２８に修
正するもの。

教育庁生涯学習課

Ⅳ 教育・文化
芸術活動・ス
ポーツ・国際
交流等

【第4章　数値目標】
家庭教育相談員の養成

庁内確認 教育庁生涯学習課 P.220

「家庭教育相談員の養成」
現状　現状数値：９０３人
　　　根拠年度：Ｈ２６

P.219

「家庭教育相談員の養成」
現状　現状数値：８６９人
　　　根拠年度：Ｈ２５

※修正理由
素案では「いきいき子どもプラン
２０１５」の目標数値を使用とい
うことで、現状をプラン策定時の
ものを入れていたが、Ｈ２６の実
績値も出ているため修正。

教育庁生涯学習課

Ⅵ 保健・医療

【第４章 数値目標】
「定期巡回・随時対応型訪問介護看護の利
用者数（１月当たり）」
「複合型サービス（看護小規模多機能型居
宅介護）の利用者数（１月当たり）」

庁内確認 長寿社会課 P.221 （１月当たり）を削除
P.220

「・定期巡回・随時対応型訪問介護看護の利
用者数（１月当たり）」
「・複合型サービス（看護小規模多機能型居宅
介護）の利用者数（１月当たり）」

※修正理由
語句の修正
数値の中に「  ／月」とあるため

長寿社会課

Ⅵ 保健・医療

【第４章 数値目標】
「その年度において、いじめが解消している、
又は一定の解消が得られたが継続支援中で
ある公立学校の割合」

庁内確認 教育庁義務教育課 P.221

「その年度において、いじめが解消している、又
は一定の解消が得られたが継続支援中である公
立学校の割合」
現状数値　：　９８．０％

P.220

「その年度において、いじめが解消している、
又は一定の解消が得られたが継続支援中で
ある公立学校の割合」
現状数値　：　９７．７％

※修正理由
確定数値の反映

教育庁義務教育
課

Ⅷ　安全・安心
【第４章 数値目標】
「区域指定等により土砂災害の避難体制を
整える箇所数」　の現状

庁内確認 防災砂防課 P.223
現状
「9,316箇所」

P.222
現状
「8,125箇所」

※修正理由
確定数値の反映

防災砂防課
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